
告

示

福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
七
号

１

福
島
県
を
発
注
者
と
し
て
、
指
名
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
又
は
製
造
の
請
負
そ
の
他
の
契

約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
そ
の
審
査

の
申
請
の
時
期
並
び
に
当
該
申
請
に
必
要
な
書
類
等
を
定
め
る
件(

昭
和
四
十
一
年
福
島
県
告
示
第

五
十
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
規
定
に
基
づ
き
福
島
県
土
木
部
土
木
総
務
領
域
建
設
行
政

グ
ル
ー
プ
参
事
に
提
出
さ
れ
て
い
る
申
請
書
等
は
、
改
正
後
の
規
定
に
基
づ
き
福
島
県
総
務
部
財
務

領
域
入
札
改
革
グ
ル
ー
プ
参
事
に
提
出
さ
れ
た
申
請
書
等
と
み
な
す
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

第
七
の
第
一
号
の
三�
の
イ
中｢

福
島
県
土
木
部
土
木
総
務
領
域
建
設
行
政
グ
ル
ー
プ
参
事｣

を｢

福

島
県
総
務
部
財
務
領
域
入
札
改
革
グ
ル
ー
プ
参
事｣

に
改
め
る
。(

財
務
領
域
入
札
改
革
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
八
号

地
方
自
治
法
施
行
令(

昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号)

第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

公
金
の
収
納
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

委
託
し
た
事
務
の
範
囲
及
び
内
容

福
島
県
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
診
療
費
等
の
収
納
の
事
務

二

受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
丁
目
九
番
地

三

収
納
の
事
務
を
委
託
す
る
期
間

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

(

自
立
支
援
領
域
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
三
百
七
十
九
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
平
成
十
九
年
五
月

二
十
五
日
か
ら
平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
及
び
須
賀

川
市
産
業
部
商
工
観
光
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

告

示

○
福
島
県
を
発
注
者
と
し
て
、
指
名
競
争

入
札
の
方
法
に
よ
り
工
事
又
は
製
造
の

請
負
そ
の
他
の
契
約
を
締
結
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
入
札
に
参
加

す
る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
そ
の
審
査

の
申
請
の
時
期
並
び
に
当
該
申
請
に
必

要
な
書
類
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

三
八
五

○
福
島
県
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

公
金
の
収
納
の
事
務
を
委
託
し
た
件

三
八
五

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
件

三
八
五

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
六
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ

た
件

三
八
六

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ

い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

三
八
六

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し

た
件

三
八
六

○
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た

件

三
八
六

○
土
地
収
用
法
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し

た
件

三
八
七

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件

三
八
八

公

告

○
落
札
者
を
決
定
し
た
件

三
八
八

○
福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
り
保

有
個
人
情
報
の
開
示
等
の
運
用
状
況
を

公
表
す
る
件

三
八
九

○
福
島
県
個
人
情
報
公
開
条
例
に
よ
り
公

文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る

件

三
九
一

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更

の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
件

三
九
四

○
基
本
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
が
あ

っ
た
件
二
件

三
九
四

○
基
本
測
量
の
実
施
の
終
了
に
つ
い
て
通

知
が
あ
っ
た
件

三
九
四

○
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
件

三
九
四

福
島
県
議
会

○
福
島
県
議
会
情
報
公
開
条
例
に
よ
り
公

文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
公
表
す
る

件

三
九
五

福
島
県
警
察
本
部

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件
三
件

三
九
六

正

誤

○
平
成
十
九
年
二
月
十
六
日
付
け
定
例
第

千
八
百
五
十
号
中

三
九
九



一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
須
賀
川
パ
ワ
フ
ル
館

須
賀
川
市
崩
免
二
ほ
か

二

変
更
し
た
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
代
表
者

の
氏
名

(

変
更
前)

茨
城
県
水
戸
市
柳
町
一
丁
目
十
三
番
二
十
号

株
式
会
社
東
北
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

代
表
取
締
役

加
藤

修
一

(

変
更
後)

茨
城
県
水
戸
市
柳
町
一
丁
目
十
三
番
二
十
号

株
式
会
社
東
北
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

代
表
取
締
役

川
合

久
太
郎

三

変
更
し
た
年
月
日

平
成
十
八
年
六
月
二
十
八
日

四

届
出
年
月
日

平
成
十
九
年
五
月
十
五
日

五

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
東
北
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

(
商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
三
百
八
十
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号)

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
当
該
届
出
を
平
成
十
九
年
五
月

二
十
五
日
か
ら
同
年
九
月
二
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
及
び
郡
山
市
商
工
労

政
部
商
工
振
興
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ア
テ
ィ
郡
山

郡
山
市
駅
前
一
丁
目
十
六
番
七
号

二

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

１

駐
輪
場
の
位
置

(

変
更
前)

別
紙
図
面
の
と
お
り

(

変
更
後)

別
紙
図
面
の
と
お
り

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

(

変
更
前)

東
邦
精
麦
ビ
ル

(

変
更
後)

ア
テ
ィ
郡
山

三

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

１

駐
輪
場
の
位
置

平
成
二
十
年
一
月
十
五
日

２

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称

平
成
十
三
年
五
月
二
十
五
日

四

届
出
年
月
日

平
成
十
九
年
五
月
十
四
日

五

届
出
を
し
た
者

東
邦
精
麦
株
式
会
社

(
｢

別
紙
図
面｣

は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
縦
覧
場
所
に
備
え
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。)

(

商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
十
九

年
五
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
六
月
二
十
五
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
及
び
郡
山

市
商
工
労
政
部
商
工
振
興
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ザ
・
モ
ー
ル
郡
山

郡
山
市
長
者
一
丁
目
一
番
五
十
六
号

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
郡
山
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

廃
棄
物
の
排
出
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、
か
つ
適
正
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
こ
と
。

２

営
業
時
間
の
延
長
に
伴
い
、
営
業
及
び
駐
車
場
等
の
騒
音
の
防
止
に
努
め
、
周
辺
環
境
の
静
穏

保
持
に
つ
い
て
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

３

野
外
照
明
・
公
告
塔
照
明
等
へ
の
配
慮
事
項
を
遵
守
し
、
万
一
、
周
辺
住
民
等
か
ら
苦
情(

光

害)

が
発
生
し
た
際
は
、
速
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
。

(

商
工
総
務
領
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
三
百
八
十
二
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
根
堰

土
地
改
良
区
か
ら
平
成
十
九
年
五
月
十
五
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十

九
年
五
月
十
八
日
認
可
し
た
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

津
島
地
区
に
係
る
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
し
た
。

こ
の
変
更
後
の
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
十
九
年
五
月
二
十
八
日
か
ら(

二
十
二
日
間)
同

年
六
月
十
八
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

浪
江
町
役
場

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

起
業
者
の
名
称

南
相
馬
市

二

事
業
の
種
類

(

仮
称)

浦
尻
貝
塚
史
跡
公
園
整
備
事
業

三

収
用
又
は
使
用
の
別
を
明
ら
か
に
し
た
起
業
地

収
用
の
部
分

福
島
県
南
相
馬
市
小
高
区
浦
尻
字
南
台
、
字
西
向
、
字
台
ノ
前
、
字
小
�
地
内

使
用
の
部
分

な
し

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ

れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
要
件
へ
の
適
合
性

(

仮
称)

浦
尻
貝
塚
史
跡
公
園
整
備
事
業(

以
下｢

本
件
事
業｣

と
い
う
。)
は
、
地
方
公
共

団
体
が
設
置
す
る
公
園
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業
で
あ
り
、
法
第
三
条
第

三
十
二
号
に
掲
げ
る
事
業
に
該
当
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

本
件
事
業
は
、
文
化
財
保
護
法(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号)

第
百
二
十
五
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
文
化
庁
長
官
の
許
可
を
要
す
る
と
こ
ろ
、
文
化
庁
長
官
か
ら
本
件
事
業
に
係
る

許
可
を
与
え
る
見
込
み
で
あ
る
旨
の
意
見
が
あ
る
。

ま
た
、
起
業
者
は
本
件
事
業
の
施
行
に
必
要
な
予
算
措
置
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件

事
業
を
施
行
す
る
権
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

南
相
馬
市
で
は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
に
策
定
し
た｢

新
市
建
設
計
画｣

に
お
い
て
、
水
と

緑
の
自
然
を
生
か
し
た
環
境
重
視
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
基
本
目
標
を
定
め
、
そ
の
具
体
的
な

施
策
項
目
と
し
て
水
と
緑
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
南
相
馬
市
に
お
け
る
市
民
一
人
当
た
り
の
都
市
公
園
面
積
は
八
・
八
五
平
方
メ
ー

ト
ル
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
は
、
建
設
省
が
平
成
六
年
七
月
に
制
定
し
た｢

緑
の
政
策
大
綱｣

に
お

け
る
二
十
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
住
民
一
人
当
た
り
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
都
市
公
園
等
面
積
を

確
保
す
る
と
い
う
目
標
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
公
園
を
整
備

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
社
会
、
理
科
の
学
習
に
お
い
て
は
、
社
会
教
育
施

設
を
積
極
的
に
利
用
す
る
と
と
も
に
身
近
な
地
域
を
学
習
素
材
と
し
た
体
験
学
習
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
南
相
馬
市
及
び
周
辺
地
域
に
は
、
体
験
学
習
に
適
し
た
社
会
教
育
施
設
が
な
い
こ

と
か
ら
、
南
相
馬
市
の
児
童
が
施
設
を
利
用
し
た
体
験
学
習
を
行
う
に
あ
た
り
、
県
外
等
の
遠

距
離
に
あ
る
施
設
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
身
近
な
地
域
の
学
習
素
材
を
生
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
。

本
件
事
業
は
、
国
指
定
史
跡
浦
尻
貝
塚
の
指
定
範
囲
を
中
心
に
、
調
査
成
果
に
基
づ
い
た
縄

文
時
代
の
た
て
穴
住
居
の
復
元
、
貝
塚
の
現
地
展
示
、
縄
文
時
代
の
自
然
環
境
を
復
元
し
た
植

栽
等
の
環
境
整
備
、
体
験
学
習
等
を
目
的
と
す
る
広
場
及
び
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
建
設
を
行
う

も
の
で
あ
り
、
本
件
事
業
が
完
成
す
る
と
、
地
域
の
歴
史
資
源
を
生
か
し
た
憩
い
の
場
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
歴
史
学
習
、
環
境
学
習
を
中
心
と
し
た
体
験
学
習
の
場
を
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

二�

失
わ
れ
る
利
益

本
件
事
業
の
起
業
地
に
は
、
国
指
定
史
跡
浦
尻
貝
塚
が
存
在
す
る
が
、
文
化
財
保
護
法
の
諸

規
定
に
基
づ
き
、
文
化
庁
の
指
導
の
下
、
慎
重
な
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
史
跡
に
与

え
る
影
響
は
少
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
福
島
県
が
定
め
る｢

ふ
く
し
ま
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
情
報
管
理
要
領｣

に
基
づ
き
、
稀
少

野
生
生
物
情
報
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
起
業
地
に
お
い
て
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類｢

シ
ャ
リ
ン
バ

イ｣

及
び
準
絶
滅
危
惧｢

コ
ハ
マ
ギ
ク｣

、｢

エ
ゾ
ノ
レ
ン
リ
ソ
ウ｣

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て

い
る
が
、
起
業
者
は
適
切
な
保
全
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三�

事
業
計
画
の
合
理
性

本
件
事
業
の
起
業
地
に
つ
い
て
は
、
史
跡
指
定
範
囲
を
中
心
に
二
つ
の
候
補
地
を
検
討
し
て

お
り
、
大
規
模
な
造
成
が
必
要
な
い
こ
と
、
住
宅
の
移
転
が
生
じ
ず
住
民
生
活
に
与
え
る
影
響

が
少
な
い
こ
と
、
事
業
費
が
安
価
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
社
会
的
、
経
済
的
観
点
か
ら
総
合
的
に

勘
案
す
る
と
、
申
請
案
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を

比
較
衡
量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
公
共
の
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
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路
線
名

伊
達
郡
川
俣
町
大
字
小
綱

木
字
澤
一
八
番
二
地
先
か

ら同

郡
同

町
大
字
小
綱

木
字
上
羽
金
二
番
二
地
先

ま
で 区

間

変
更
前
変

更
後
の
別

Ａ

八
・
六
〜

四
三
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
、
三
五
〇
・
五

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

一
般
国
道

一
一
四
号

路
線
名

公

告
伊
達
郡
川
俣
町
大
字
小
綱

木
字
澤
一
八
番
二
地
先
か

ら同

郡
同

町
大
字
小
綱

木
字
上
羽
金
二
番
二
地
先

ま
で

同

郡
同

町
大
字
小
綱

木
字
上
羽
金
二
番
二
地
先

か
ら

同

郡
同

町
大
字
小
綱

木
字
上
菅
立
目
七
番
地
先

ま
で

同

郡
同

町
大
字
小
綱

木
字
澤
一
八
番
二
地
先
か

ら同

郡
同

町
大
字
小
綱

木
字
上
菅
立
目
七
番
地
先

ま
で

伊
達
郡
川
俣
町
大
字
小
綱

木
字
澤
一
八
番
二
地
先
か

ら同

郡
同

町
大
字
小
綱

木
字
上
羽
金
二
番
二
地
先

ま
で

同

郡
同

町
大
字
小
綱

木
字
上
羽
金
二
番
二
地
先

か
ら

同

郡
同

町
大
字
小
綱

木
字
上
菅
立
目
七
番
地
先

ま
で 区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

Ａ

八
・
六
〜

四
三
・
〇

Ｂ

九
・
〇
〜

八
三
・
五

Ｃ

一
二
・
〇
〜

一
四
一
・
五

Ａ

八
・
六
〜

四
三
・
〇

Ｂ

九
・
〇
〜

八
三
・
五

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
、
三
五
〇
・
五

一
、
六
六
〇
・
七

二
、
六
二
〇
・
〇

一
、
三
五
〇
・
五

一
、
六
六
〇
・
七

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
一�
で
述
べ
た
と
お
り
、｢

緑
の
政
策
大
綱｣

に
お
け
る
二
十
一
世
紀
初
頭
ま
で
に
住
民
一

人
当
た
り
二
十
平
方
メ
ー
ル
の
都
市
公
園
等
面
積
を
確
保
す
る
と
い
う
目
標
値
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
。

ま
た
、
南
相
馬
市
に
は
体
験
学
習
に
適
し
た
社
会
教
育
施
設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
児
童
が
施

設
を
利
用
し
た
体
験
学
習
を
行
う
に
あ
た
り
、
県
外
等
の
遠
距
離
に
あ
る
施
設
を
利
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
身
近
な
学
習
素
材
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

二�

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。し

た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ

る
。

五

起
業
地
を
表
示
す
る
図
面
の
長
期
縦
覧
の
場
所

南
相
馬
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課

(

土
木
総
務
領
域
用
地
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路

企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
県
北
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
２
８
８
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
県
庁
舎
等
清
掃
業
務
委
託
に
つ
い
て
､

次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
の
で
､
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
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合
計

警
察
情
報
セ
ン
タ
ー

出
先
機
関
窓
口

県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

県
政
情
報
セ
ン
タ
ー

区
分

41 14 17 1 9

文
書
に
よ
る

開
示

請
求

8,804 0

8,162 0

642

口
頭
に
よ
る

開
示

請
求

8,845 14

8,179 1

651

合
計

知事

実
施
機
関
の
区
分

合
計

警
察
情
報
セ
ン
タ
ー

企
業

局

出
納

局

土
木

部

農
林
水
産
部

商
工
労
働
部

保
健
福
祉
部

生
活
環
境
部

企
画
調
整
部

総
務

部

知
事

直
轄

41 14

0 0 0 0 2 4 0 0 0 0

文
書
に
よ
る

開
示

請
求

8,804 0

0 0 1 4 50

109 0 0 25 0

口
頭
に
よ
る

開
示

請
求

8,845 140 0 1 4 52

113 0 0 25 0

合
計

例
を
定
め
る
政
令
(平
成
７
年
政
令
第
372号

｡
以
下
｢特
例
政
令
｣
と
い
う
｡
)
第
11条

及
び
福
島

県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
)
第
274条

の
11第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
19年
５
月
25日

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

１
落
札
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

県
庁
舎
等
清
掃
業
務
委
託
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
の
名
称
及
び
所
在
地

福
島
県
総
務
部
文
書
管
財
領
域
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

３
落
札
者
を
決
定
し
た
日

平
成
19年
３
月
27日

４
落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

東
京
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
６
丁
目
14番
１
号

５
落
札
金
額

55,650,000円
６
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

７
特
例
政
令
第
６
条
の
公
告
を
行
っ
た
日

平
成
19年
２
月
20日

(文
書
管
財
領
域
施
設
管
理
グ
ル
ー
プ
)

公
告
第
二
百
八
十
九
号

福
島
県
個
人
情
報
保
護
条
例(

平
成
六
年
福
島
県
条
例
第
七
十
一
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
各
実
施
機
関
の
保
有
個
人
情
報
の
開
示
等
の

運
用
状
況
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

１
保
有
個
人
情
報
の
開
示
請
求
等
の
状
況

�
受
付
窓
口
別
の
内
訳

(単
位
件
)

注
１

｢県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
｣
と
は
､
県
庁
西
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う
｡

２
｢県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
｣
と
は
､
県
中
､
県
南
､
会
津
､
南
会
津
､
相
双
及
び
い
わ
き
の
各

地
方
振
興
局
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う
｡

３
｢出
先
機
関
窓
口
｣
と
は
､
伊
達
､
二
本
松
､
三
春
､
棚
倉
､
喜
多
方
及
び
富
岡
の
各
合
同

庁
舎
内
に
所
在
す
る
各
出
先
機
関
並
び
に
単
独
の
出
先
機
関
並
び
に
公
立
大
学
法
人
に
お
け
る

窓
口
を
い
う
｡

４
｢警
察
情
報
セ
ン
タ
ー
｣
と
は
､
県
警
察
相
談
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う
｡

５
｢口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
｣
と
は
､
条
例
第
17条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
口
頭
に
よ
り
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
保
有
個
人
情
報
に
対
す
る
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
を
い
う
(以
下

同
じ
｡
)
｡

な
お
､
本
庁
担
当
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
受
付
は
､
｢県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
｣
の
区
分
に
含
め
る
｡

※
条
例
第
19条
の
訂
正
請
求
､
条
例
第
21条
の
４
の
利
用
停
止
請
求
及
び
条
例
第
24条
の
苦
情

の
申
出
に
つ
い
て
の
実
績
は
､
な
か
っ
た
｡

�
実
施
機
関
別
の
内
訳

(単
位
件
)

平成19年５月25日 金曜日 福 島 県 報 第1878号389



合
計

公
立
大
学
法
人
会
津
大
学

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立

医
科

大
学

病
院
事
業
管
理
者

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

収
用

委
員

会

労
働

委
員

会

人
事

委
員

会

監
査

委
員

選
挙
管
理
委
員
会

警
察

本
部

長

公
安

委
員

会

教
育

委
員

会

議
会

事

小
計

企
業

局

出
納

局

土
木

部

農
林
水
産
部

商
工
労
働
部

41 0 17 0 0 0 0 0 1 0 0 14 0 3 0 6 0 0 0 0 2

8,804

114

101 0 0 0 0 0

265 0 0 0 0

8,135 0

189 0 0 1 4 50

8,845

114

118 0 0 0 0 0

266 0 0 14 0

8,138 0

195 0 0 1 4 52

合
計

第
８
号
(事
務
又
は
事
業
に
関
す
る
情
報
)

第
７
号
(審
議
､
検
討
及
び
協
議
に
関
す
る
情

報
)

第
６
号
(犯
罪
捜
査
等
情
報
)

第
５
号
(個
人
の
評
価
等
事
務
に
関
す
る
情
報
)

第
４
号
(法
人
等
の
事
業
に
関
す
る
情
報
)

第
３
号
(開
示
請
求
者
以
外
の
個
人
に
関
す
る

情
報
)

第
２
号
(本
人
不
利
益
情
報
)

第
１
号
(法
令
秘
情
報
)

条
例
第
12条
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
の
区
分

合
計

却
下

取
下

げ

不
開

示

開示

決
定

等
区

分

う
ち

公
文

書
の

不
存

在

小
計

一
部

開
示

全
部

開
示

15 1 1 3 2 0 8 0 0

一
部
開
示

41 2 0 7 7 32 8 24

件
数

0 0 0 0 0 0 0 0 0

不
開
示

15 1 1 3 2 0 8 0 0

合
計

２
文
書
に
よ
る
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定
等
の
状
況

�
決
定
等
の
状
況

(単
位
件
)

�
不
開
示
理
由
の
内
訳

(単
位
件
)

平成19年５月25日 金曜日 福 島 県 報 第1878号 390



0

説
明
等
の
要
求

平
成
17年
８
月
５
日

申
立
て
年
月
日 1

前
年
度
か
ら
の

繰
越
件
数

不
服

申
立

て

合
計

第
８
号
(事
務
又
は
事
業
に
関
す
る
情
報
)

第
７
号
(審
議
､
検
討
及
び
協
議
に
関
す
る
情

報
)

0

当
該
年
度
中
に

あ
っ
た
新
規
件
数

平
成
17年
７
月
19日
付
け
で
な
さ
れ
た
自
己
情
報

開
示
請
求
の
一
部
開
示
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立

て

件
名

0

是
正
の
勧
告

0

却
下 決

定

0

棄
却

0

事
実
の
公
表

15 1 1

0

認
容

1

一
部
認
容

0 0 0

1

小
計

9

苦
情
相
談
処
理

一
部
認
容

決
定
等
の
区
分

0

取
下
げ

15 1 10

審
理
中

請
求

区
分

合
計

警
察
情
報
セ
ン
タ
ー

出
先
機
関
窓
口

県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

県
政
情
報
セ
ン
タ
ー

区
分

県
の
区
域
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人

そ
の
他
の
団
体
か
ら
の
請
求

県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
か
ら
の
請
求

10,275

121 9

1,897

8,248

請
求

16,974 18 0 65

16,891

申
出

4,469

5,799

件
数 27,249

139 9

1,962

25,139

合
計

注
事
案
に
よ
り
複
数
の
不
開
示
理
由
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
た
め
､
合
計
数
は
一
部
開
示
及
び

不
開
示
(公
文
書
の
不
存
在
を
除
く
｡
)
の
決
定
件
数
の
合
計
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
｡

３
不
服
申
立
て
の
状
況

行
政
不
服
審
査
法
(昭
和
37年

法
律
第
160号

)
に
基
づ
く
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
等
の
状

況
は
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
件
数

(単
位
件
)

�
件
名
等

４
事
業
者
に
対
す
る
説
明
等
の
要
求
等
の
状
況

(単
位
件
)

(

文
書
管
財
領
域
文
書
法
務
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
二
百
九
十
号

福
島
県
情
報
公
開
条
例(

平
成
十
二
年
福
島
県
条
例
第
五
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
三
十

五
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
各
実
施
機
関
の
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
次
の

と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

１
公
文
書
の
開
示
の
請
求
及
び
申
出
の
状
況

�
受
付
窓
口
別
の
内
訳

(単
位
件
)

注
１
｢請
求
｣
と
は
､
条
例
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
公
文
書
の
開
示
の
請
求
を
い
う
(以
下
同
じ
｡)｡

２
｢申
出
｣
と
は
､
条
例
第
３
２
条
の
規
定
に
よ
る
公
文
書
の
任
意
開
示
の
申
出
を
い
う
(以

下
同
じ
｡
)
｡

３
｢県
政
情
報
セ
ン
タ
ー
｣
と
は
､
県
庁
西
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う
｡

４
｢県
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
｣
と
は
､
県
中
､
県
南
､
会
津
､
南
会
津
､
相
双
及
び
い
わ
き
の
各

地
方
振
興
局
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う
｡

５
｢出
先
機
関
窓
口
｣
と
は
､
伊
達
､
二
本
松
､
三
春
､
棚
倉
､
喜
多
方
及
び
富
岡
の
各
合
同

庁
舎
内
に
所
在
す
る
各
出
先
機
関
並
び
に
単
独
の
出
先
機
関
並
び
に
公
立
大
学
法
人
の
窓
口
を

い
う
｡

６
｢警
察
情
報
セ
ン
タ
ー
｣
と
は
､
県
警
察
相
談
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
窓
口
を
い
う
｡

�
請
求
権
者
等
別
の
内
訳

(単
位
件
)
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知

実
施
機
関
の
区
分

合
計

申
出

請
求

区
分

土
木

部

農
林
水
産
部

商
工
労
働
部

保
健
福
祉
部

生
活
環
境
部

企
画
調
整
部

総
務

部

知
事

直
轄

請
求
権
者
以
外
の
も
の
か
ら
の
申
出

小
計

そ
の
他
実
施
機
関
の
行
う
事
務
又
は
事
業
に
利
害
関
係
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
か
ら
の
請
求

県
の
区
域
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す
る
者
か
ら
の
請
求

県
の
区
域
内
に
存
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
者
か

ら
の
請
求

県
の
区
域
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人

そ
の
他
の
団
体
か
ら
の
請
求

県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
か
ら
の
請
求

5,888

1,926 49

332

173 65

158 6

請
求

12,919

2,740 46

117 60 6 40 0

申
出

27,249

16,974

10,275 2 0 5

4,469

5,799

件
数18,807

4,666 95

449

233 71

198 6

合
計

合
計

公
立
大
学
法
人
会
津
大
学

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学

病
院
事
業
管
理
者

内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

収
用

委
員

会

労
働

委
員

会

人
事

委
員

会

監
査

委
員

選
挙
管
理
委
員
会

警
察

本
部

長

公
安

委
員

会

教
育

委
員

会

事

小
計

企
業

局

出
納

局

土
木

部

農
林
水
産
部

商
工
労
働
部

保
健
福
祉
部

生
活
環
境
部

10,275 11 7 13 0 0 0 0 7 0

966

121 0

466

8,684 12 75

5,888

1,926 49

332

173

16,974 2 27 22 0 0 0 0 0 0

347 18 0

568

15,990 49 13

12,919

2,740 46

117 60

27,249 13 34 35 0 0 0 0 7 0

1,313

139 0

1,034

24,674 61 88

18,807

4,666 95

449

233

�
実
施
機
関
別
の
内
訳

(単
位
件
)
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条
例
第
７
条
第
５
号
(審
議
､
検
討
等
情
報
)

又
は
旧
条
例
第
６
条
第
６
号

旧
条
例
第
６
条
第
５
号
(国
､
地
方
公
共
団

体
等
関
係
情
報
)

条
例
第
７
条
第
４
号
(犯
罪
捜
査
等
情
報
)

又
は
旧
条
例
第
６
条
第
４
号

条
例
第
７
条
第
３
号
(事
業
情
報
)
又
は
旧

条
例
第
６
条
第
３
号

条
例
第
７
条
第
２
号
(個
人
情
報
)
又
は
旧

条
例
第
６
条
第
２
号

条
例
第
７
条
第
１
号
(法
令
秘
情
報
)
又
は

旧
条
例
第
６
条
第
１
号

条
例
第
７
条
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
区
分

合
計

却
下

請
求
又
は
申
出
の
取
下
げ

不
開

示

開示

決
定
等
区
分

う
ち
公
文
書
の
不
存
在

小
計

一
部

開
示

全
部

開
示

10,407 3 56

207

230

10,118

1,904

8,214

請
求

7 0 17

2,195

556 0

一
部
開
示

16,842 2 26 23 39

16,775

715

16,060

申
出

0 0 0 1 4 0

不
開
示

27,249 5 82

230

269

26,893

2,619

24,274

合
計

7 0 17

2,196

560 0

合
計

平
成
17年
２
月
９
日

申
立
て
年
月
日 2

前
年
度
か
ら
の

繰
越
件
数

不
服

申
立

て

合
計

旧
条
例
第
６
条
第
８
号
(合
議
制
機
関
等
関

係
情
報
)

条
例
第
７
条
第
６
号
(事
業
執
行
過
程
情
報
)

又
は
旧
条
例
第
６
条
第
７
号

条
例
第
７
条
第
５
号
(審
議
､
検
討
等
情
報
)

又
は
旧
条
例
第
６
条
第
６
号

旧
条
例
第
６
条
第
５
号
(国
､
地
方
公
共
団

体
等
関
係
情
報
)

1

当
該
年
度
中
に

あ
っ
た
新
規
件
数

｢県
出
資
等
法
人
に
対
し
て
行
わ
れ
た
寄
付
に
関

｢平
成
12年
度
分
(10月

以
降
)
及
び
平
成
15年

度
分
の
警
察
本
部
少
年
課
及
び
交
通
指
導
課
の
捜

査
報
償
費
支
出
に
関
す
る
財
務
会
計
帳
票
及
び
支

出
証
拠
書
類
全
て
｣
の
一
部
開
示
決
定
に
対
す
る

審
査
請
求 件

名

0

却
下 決

定

1

棄
却

2,828 0 53 7 0

0

認
容

1

一
部
認
容

34 0 29 0 0

2

小
計

一
部
認
容

決
定
等
の
区
分

0

取
下
げ

2,862 0 82 7 01

審
理
中

２
公
文
書
の
開
示
の
決
定
等
の
状
況

�
決
定
等
の
状
況

(単
位
件
)

�
不
開
示
理
由
の
内
訳

(単
位
件
)

注
１
事
案
に
よ
り
複
数
の
不
開
示
理
由
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
た
め
､
合
計
数
は
一
部
開
示
及

び
不
開
示
(公
文
書
の
不
存
在
を
除
く
｡
)
の
決
定
件
数
の
合
計
と
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
｡

２
条
例
第
７
条
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
の
区
分
の
欄
に
掲
げ
る
旧
条
例
第
６
条
各
号
は
､
条

例
附
則
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
改
正
前
の
福
島
県
情
報
公
開
条
例

(平
成
２
年
福
島
県
条
例
第
41号
)
第
６
条
各
号
を
示
す
｡

３
不
服
申
立
て
の
状
況

行
政
不
服
審
査
法
(昭
和
37年

法
律
第
160号

)
に
基
づ
く
不
服
申
立
て
に
対
す
る
決
定
等
の
状

況
は
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

�
件
数

(単
位
件
)

�
件
名
等

平成19年５月25日 金曜日 福 島 県 報 第1878号393



平
成
18年
12月
７
日

平
成
18年
１
月
26日

平
成
17年
２
月
９
日

申
立
て
年
月
日

｢地
検
押
収
資
料
に
関
す
る
行
政
資
料
｣
の
不
開

示
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立
て

｢県
出
資
等
法
人
に
対
し
て
行
わ
れ
た
寄
付
に
関

す
る
文
書
｣
の
不
開
示
決
定
に
対
す
る
異
議
申
立

て ｢平
成
12年
度
分
(10月

以
降
)
及
び
平
成
15年

度
分
の
警
察
本
部
少
年
課
及
び
交
通
指
導
課
の
捜

査
報
償
費
支
出
に
関
す
る
財
務
会
計
帳
票
及
び
支

出
証
拠
書
類
全
て
｣
の
一
部
開
示
決
定
に
対
す
る

審
査
請
求 件

名

審
査

中

棄
却

一
部
認
容

決
定
等
の
区
分

(

文
書
管
財
領
域
文
書
法
務
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
二
百
九
十
一
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
五
月
十
六
日

二

名
称

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ポ
ニ
ー
ハ
ウ
ス

三

代
表
者
の
氏
名

木
幡

一
男

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
北
町
百
五
十
九
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
障
が
い
者
に
対
し
て
、
食
・
住
及
び
自
立
支
援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
安
心
し

て
社
会
参
加
が
出
来
る
生
活
環
境
を
創
造
し
、
社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
領
域
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
二
百
九
十
二
号

測
量
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号)

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
基
本
測
量
の

実
施
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
五
月
十
日
付
け
で
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

測
量
地
域

い
わ
き
市
、
須
賀
川
市
及
び
耶
麻
郡
北
塩
原
村

二

測
量
期
間

平
成
十
九
年
五
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

三

作
業
の
種
類

基
本
測
量(

国
土
調
査
に
伴
う
基
準
点
測
量)

(

土
木
総
務
領
域
総
務
予
算
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
二
百
九
十
三
号

測
量
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号)

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
基
本
測
量
の

実
施
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
五
月
十
日
付
け
で
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

測
量
地
域

福
島
市
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
白
河
市
、
喜
多
方
市
、
相
馬
市
、
田
村
市
、
南
相

馬
市
、
南
会
津
郡
下
郷
町
、
同
郡
檜
枝
岐
村
、
同
郡
只
見
町
、
同
郡
南
会
津
町
、
耶
麻
郡
猪
苗
代
町
、

大
沼
郡
金
山
町
、
東
白
川
郡
矢
祭
町
、
石
川
郡
古
殿
町
、
双
葉
郡
�
葉
町
、
同
郡
川
内
村
及
び
同
郡

浪
江
町

二

測
量
期
間

平
成
十
九
年
五
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

三

作
業
の
種
類

基
本
測
量(

電
子
基
準
点
現
地
調
査)

(

土
木
総
務
領
域
総
務
予
算
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
二
百
九
十
四
号

測
量
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号)

第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
基
本
測
量
の

実
施
の
終
了
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
五
月
九
日
付
け
で
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
通
知
が
あ
っ

た
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

測
量
地
域

耶
麻
郡
猪
苗
代
町

二

測
量
開
始
期
日

平
成
十
八
年
四
月
一
日

三

測
量
終
了
期
日

平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日

四

作
業
の
種
類

基
本
測
量(

機
動
連
続
観
測)

(

土
木
総
務
領
域
総
務
予
算
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
２
９
５
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
河
川
流
域
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
保

守
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
､
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は

特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
(平
成
７
年
政
令
第
372号

｡
以
下
｢特
例
政
令
｣
と

い
う
｡
)
第
11条

及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

)
第
274条

の
11第

１
項

の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
19年
５
月
25日

福
島
県
知
事
佐
藤
雄
平

１
随
意
契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

河
川
流
域
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム
の
保
守
一
式

２
契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
の
名
称
及
び
所
在
地

福
島
県
土
木
部
土
木
総
務
領
域
総
務
予
算
グ
ル
ー
プ
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号
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請
求

区
分

合
計

申
出

請
求

区
分

福
島
県
議
会

33

件
数

34 1 33

件
数

却
下

請
求
又
は
申
出
の
取
下
げ

不
開

示

開示

区
分

合
計

申
出

請
求

区
分

う
ち
公
文
書
の
不
存
在

小
計

一
部

開
示

全
部

開
示

請
求
権
者
以
外
の
も
の
か
ら
の
申
出

小
計

そ
の
他
議
会
の
行
う
事
務
又
は
事
業
に
利
害
関
係
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
か
ら
の
請
求

県
の
区
域
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す
る
者
か
ら
の
請
求

県
の
区
域
内
に
存
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
に
勤
務
す
る
者
か

ら
の
請
求

県
の
区
域
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人

そ
の
他
の
団
体
か
ら
の
請
求

県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
か
ら
の
請
求0 0 6 6 27 0 27

請
求

0 0 0 0 1 1 0

申
出

34 1 1 33 0 0 0 6 27 33

件
数

0 0 6 6 28 1 27

合
計

３
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

平
成
19年
３
月
29日

４
随
意
契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

富
士
通
株
式
会
社
福
島
支
店
福
島
県
福
島
市
栄
町
６
番
６
号

５
随
意
契
約
に
係
る
契
約
金
額

56,700,000円
６
随
意
契
約
と
す
る
こ
と
と
し
た
理
由

特
例
政
令
第
10条
第
１
項
第
２
号
該
当

(土
木
総
務
領
域
総
務
予
算
グ
ル
ー
プ
)

公
告
第
一
号

福
島
県
議
会
情
報
公
開
条
例(

平
成
十
三
年
福
島
県
条
例
第
三
十
六
号
。
以
下｢

条
例｣

と
い
う
。)

第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
次
の
と
お
り

公
表
す
る
。

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日

福
島
県
議
会
議
長

遠

藤

忠

一

１
公
文
書
の
開
示
の
請
求
及
び
申
出
の
状
況

�
請
求
等
の
内
訳

(単
位
件
)

注
１

｢請
求
｣
と
は
､
条
例
第
６
条
の
規
定
に
よ
る
公
文
書
の
開
示
の
請
求
を
い
う
(以
下
同
じ
｡)｡

２
｢申
出
｣
と
は
､
条
例
第
31条
の
規
定
に
よ
る
公
文
書
の
任
意
開
示
の
申
出
を
い
う
(以
下

同
じ
｡)｡

�
請
求
権
者
等
別
の
内
訳

(単
位
件
)

２
公
文
書
の
開
示
の
決
定
等
の
状
況

�
決
定
等
の
状
況

(単
位
件
)
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0

前
年
度
か
ら
の

繰
越
件
数

不
服

申
立

て

合
計

第
７
号
(議
会
の
会
派
又
は
議
員
の
活
動
に
関

す
る
情
報
)

第
６
号
(事
業
執
行
過
程
情
報
)

第
５
号
(審
議
､
検
討
等
情
報
)

第
４
号
(犯
罪
捜
査
等
情
報
)

第
３
号
(事
業
情
報
)

第
２
号
(個
人
情
報
)

第
１
号
(法
令
秘
情
報
)

条
例
第
８
条
に
規
定
す
る
不
開
示
情
報
の
区
分

合
計

却
下

請
求
又
は
申
出
の
取
下
げ

不
開

示

う
ち
公
文
書
の
不
存
在

小
計

0

当
該
年
度
中
に

あ
っ
た
新
規
件
数

33 0 0 6 6 27

0

却
下 決

定

0

棄
却

1 0 0 0 0 0 1 0

一
部
開
示

0

認
容

1 0 0 0 0 1

0

一
部
認
容

0 0 0 0 0 0 0 0

不
開
示

0

小
計

0

取
下
げ

34 0 0 6 6 281 0 0 0 0 0 1 0

合
計

0

審
理
中

0

福
島
県
警
察
本
部

0
0

0
0

0
0

0
0

�
不
開
示
理
由
の
内
訳

(単
位
件
)

３
不
服
申
立
て
の
状
況

公
文
書
の
開
示
の
請
求
に
対
す
る
決
定
に
つ
い
て
､
行
政
不
服
審
査
法
(昭
和
37年

法
律
第
160

号
)
第
６
条
の
規
定
に
基
づ
き
不
服
申
立
て
が
あ
っ
た
も
の
は
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

(単
位
件
)

(

総

務

課)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
２
８
号

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
遺
失
物
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委

託
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務

の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
(平
成
７
年
政
令
第
372号

)
第
６
条
及
び
福
島
県
財
務
規
則

(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
274条

の
３
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
19年
５
月
25日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
調
達
を
す
る
特
定
役
務
の
件
名
及
び
数
量
遺
失
物
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
一
式

�
調
達
案
件
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
履
行
期
間
契
約
締
結
の
日
か
ら
平
成
19年
11月
30日
ま
で

�
履
行
場
所
福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号
)

福
島
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
(福
島
県
福
島
市
町
庭
坂
字
大
原
１
番
１

号
)

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

)
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で

あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
仕
様
と
同
等
程
度
の
業
務
の
履
行
実
績
が
あ
り
､
か
つ
､
こ
の
公
告
に
示

し
た
仕
様
に
合
致
し
た
業
務
を
確
実
に
履
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
の

履
行
実
績
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に

参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

な
お
､
平
成
19年

６
月
21日

(木
)
午
後
５
時
ま
で
に
当
該
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
､
当

該
資
格
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960‐

8686
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
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電
話
024‐

522‐
2151

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

�
入
札
書
の
提
出
場
所
､
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

先
３
に
掲
げ
る
場
所
に
同
じ
｡

�
入
札
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
平
成
19年
６
月
１
日
(金
)
午
後
１
時
30分

福
島
県
警
察

本
部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
19年
７
月
５
日
(木
)
午
前
11時

�
に
掲
げ
る
場

所
に
同
じ
｡

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
り
入
札
す
る
場
合
は
､
書
留
郵
便
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
､
平
成
19年
７

月
４
日
(水
)
午
後
５
時
ま
で
に
３
に
掲
げ
る
場
所
に
必
着
の
こ
と
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
そ
の
他

�
契
約
手
続
き
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨
日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

８
Sum
m
ary

�
N
ature

and
quantity

ofthe
services

to
be
required：

C
ontrolsystem

oflostproperty
including

its
construction

１
set

�
Tim
e
-lim
itoftender

(by
hand)

：
11：
00a.m

.,
５
July2007

�
Tim
e
-lim
itoftender

(by
m
ail)
：
５
：
00p.m

.,
４
July

2007
�
C
ontact

point
for

the
notice

：
Accounting

D
ivision,

Police
Adm

inistration
D
epartm

ent,
Fukushim

a,
PrefecturalPolice

H
eadquarters,

2
-16
Sugitsum

acho,
Fukushim

a
-shi,

Fukushim
a
960
-8686

Japan
TEL024

-522
-2151

(会
計
課
)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
２
９
号

運
転
免
許
証
追
記
シ
ス
テ
ム
機
器
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､

地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１

項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
19年
５
月
25日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
借
入
物
品
の
名
称
及
び
数
量
運
転
免
許
証
追
記
シ
ス
テ
ム
機
器
一
式
(搬
入
､
据
付
け
､

調
整
､
機
器
保
守
等
を
含
む
｡
)

�
借
入
物
品
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
借
入
期
間
平
成
19年
８
月
１
日
か
ら
平
成
24年
７
月
31日
ま
で

�
納
入
場
所
福
島
県
警
察
郡
山
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
(福
島
県
郡
山
市
大
槻
町
字
美
女
池
上
14

番
地
６
)

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
仕
様
に
合
致
し
た
物
品
又
は
こ
れ
と
類
似
す
る
物
品
に
つ
い
て
､
生
産
し
､

販
売
し
､
又
は
貸
与
し
た
相
当
期
間
の
実
績
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
当
該
物
品
を
借
入
期
間
内
に
確
実
に
貸
与
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
当
該
物
品
に
係
る
保
守
､
修
理
､
部
品
供
給
等
を
借
入
期
間
中
円
滑
に
行
い
得
る
者
で
あ
る
こ

と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札

に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

な
お
､
平
成
19年
６
月
４
日
(月
)
午
後
５
時
ま
で
に
当
該
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
､
当

該
資
格
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960‐

8686
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024‐

522‐
2151

４
入
札
書
の
提
出
場
所
等

�
入
札
書
の
提
出
場
所
､
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ

先
３
に
掲
げ
る
場
所
に
同
じ
｡

平成19年５月25日 金曜日 福 島 県 報 第1878号397



�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
19年
６
月
14日

(木
)
午
前
11時

福
島
県
警
察
本

部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
不
可
と
す
る
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
３
０
号

い
わ
き
中
央
警
察
署
仮
設
庁
舎
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､

地
方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１

項
及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年
福
島
県
規
則
第
17号
｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
19年
５
月
25日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
借
入
物
件
の
名
称
及
び
数
量
い
わ
き
中
央
警
察
署
仮
設
庁
舎
一
式
(建
築
､
保
守
､
解
体

等
を
含
む
｡
)

�
借
入
物
件
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

�
借
入
期
間
平
成
19年
８
月
１
日
か
ら
平
成
20年
11月
12日
ま
で

�
納
入
場
所
入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
｡

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
指
名
停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ

る
こ
と
｡

�
建
設
業
法
(昭
和
24年

法
律
第
100号

)
第
３
条
第
１
項
の
許
可
を
受
け
て
､
同
法
別
表
第
１

の
建
築
工
事
業
を
営
ん
で
い
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
に
示
し
た
仕
様
と
同
等
程
度
の
物
件
に
つ
い
て
納
入
実
績
が
あ
り
､
か
つ
､
こ
の
公

告
に
示
し
た
仕
様
に
合
致
し
た
業
務
を
確
実
に
履
行
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
い
わ
き
中
央
警
察
署
仮
設
庁
舎
に
係
る
修
繕
及
び
維
持
管
理
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
る

者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
及

び
�
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
�
の
納
入
実
績
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
次
に
掲
げ

る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
の
申
請
を
す
る
こ
と
｡

な
お
､
平
成
19年
５
月
31日

(木
)
午
後
５
時
ま
で
に
当
該
申
請
を
行
わ
な
か
っ
た
と
き
は
､
当

該
資
格
が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
｡

郵
便
番
号
960‐

8686
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課

電
話
024‐

522‐
2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
19年
６
月
11日

(月
)
午
後
１
時
30分

福
島
県
警

察
本
部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
不
可
と
す
る
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
に
該
当
す

る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､

契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
そ
の
他

�
入
札
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
100分

の
５
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
金
額
(当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
､
そ
の
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き
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瀬
戸
町
大
平
一
の
一

正

い
わ
き
市
瀬
戸
町
字
大
平
一
の

一

誤

端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
金
額
)
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
､
入
札
者
は
､
消
費
税
に
係

る
課
税
事
業
者
で
あ
る
か
免
税
事
業
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
の
105

分
の
100に

相
当
す
る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

正

誤

○
平
成
十
九
年
二
月
十
六
日
付
け
定
例
第
千
八
百
五
十
号
中
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